
１
月
１
日
に
発
災
し
た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
、
自
衛
隊
は
中
部
方
面
総
監
（
堀

井
泰
蔵
陸
将
）
を
災
統
合
任
務
部
隊
指
揮
官
と
し
て
、
陸
海
空
の
部
隊
を
集
中
し
災
害
派
遣
活
動

を
開
始
し
た
。

第
14
旅
団
（
旅
団
長

大
場
剛
陸
将
補
）
は
、
３
日
よ
り
現
地
に
部
隊
を
派
遣
、
様
々
な
支
援

を
実
施
中
で
あ
る
。

第
14
後
方
支
援
隊
か
ら
は
、
生
活
支
援
隊
及
び
増
援
輸
送
隊
と
し
て
、
第
14
高
射
特
科
隊
か
ら

は
先
端
輸
送
隊
と
し
て
、
第
14
旅
団
司
令
部
を
は
じ
め
と
す
る
各
部
隊
か
ら
第
10
師
団
司
令
部
等

へ
の
増
強
幕
僚
と
し
て
現
地
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

旅団長統率方針「万事任務が基準」
旅団長要望事項「実力の進化」「地域との連携」

陸上自衛隊第１４旅団広報紙
発行所：第１４旅団司令部総務課広報班
住 所：香川県善通寺市南町２丁目１－１
電 話：0877-62-2311（内2256・2257）
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：pr-14b-ma@inet.gsdf.mod.go.jp令和６年（２０２４）１月 第１８６号

し こ く
１

令和６年能登半島地震における災害派遣（１・３面）

旅団射撃競技会 （２面）

人事往来 （３面）

年男・年女の抱負 （４面）

主な記事

令 和 ６ 年 能 登 半 島 地 震

約
１
０
０
人
が
活
動
に
従
事

【
第
14
後
方
支
援
隊
】

第
14
後
方
支
援
隊
（
隊
長

佐
藤
欣
央
１
等
陸
佐
）
は
、

１
月
３
日
よ
り
逐
次
、
善
通

寺
駐
屯
地
（
香
川
県
）
を
出

発
し
生
活
支
援
隊
、
増
援
輸

送
隊
と
し
て
輪
島
市
、
金
沢

市
に
向
か
っ
た
。

生
活
支
援
隊
と
し
て
派
遣

さ
れ
た
隊
員
は
、
輪
島
中
学

校
を
拠
点
に
給
水
・
給
食
・

入
浴
支
援
を
実
施
中
で
あ

る
。
ま
た
、
増
援
輸
送
隊
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
隊
員
は
、

要
望
に
応
じ
て
燃
料
等
の
輸

送
や
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
地

域
へ
物
資
を
運
ぶ
こ
と
が
で

き
る
バ
ギ
ー
を
伊
丹
駐
屯
地

か
ら
能
登
空
港
ま
で
輸
送
し

て
い
る
。

【
第
14
高
射
特
科
隊
】

第
14
高
射
特
科
隊
（
隊
長

鶴
ヶ
野
翔
太
２
等
陸
佐
）
は
、

５
日
、
松
山
駐
屯
地
（
愛
媛

県
）
を
出
発
し
先
遣
輸
送
隊
と

し
て
能
登
町
に
向
か
っ
た
。

能
登
町
で
は
柳
田
体
育
館
に

集
積
さ
れ
た
水
、
食
料
、
生
活

必
需
品
等
の
物
資
を
現
地
の
要

望
に
応
じ
て
各
避
難
所
等
に
輸

送
支
援
を
行
う
他
、
通
信
環
境

を
改
善
す
る
た
め
通
信
業
者
か

ら
の
無
償
提
供
に
よ
り
、
衛
星

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス

（
ス
タ
ー
リ
ン
ク
）
及
び
Ｗ
ｉ

―

Ｆ
ｉ
を
設
置
し
避
難
所
の
通

信
の
確
保
を
支
援
し
て
い
る
。

関
連
＝
❸
面

陸上自衛隊 第１４旅団

逐次発信中！

陸上自衛隊広報チャンネル
（YouTube）に

「令和６年能登半島地震」
活動状況を逐次掲載中

令和５年度 第１４旅団音楽まつり
３月２日（土） 開演：１３：３０（開場：１２：３０）
レクザムホール大ホール（香川県県民ホール）

※ 写真は昨年の音楽まつりの様子です。

令和 ５ 年度中部方面隊優秀隊員招待行事

中
部
方
面
特
科
隊

最
先
任
上
級
曹
長

河
原
准
尉
が
受
賞

優
秀
隊
員
招
待
行
事
は
、
功
績
の

あ
っ
た
隊
員
を
称
え
る
と
と
も
に
士

気
の
高
揚
を
目
的
と
し
て
、
伊
丹
駐

屯
地
（
兵
庫
県
）
に
お
い
て
行
わ
れ

た
。第

14
旅
団
か
ら
は
中
部
方
面
特

科
隊

最
先
任
上
級
曹
長

河
原
浩

二
准
陸
尉
が
選
ば
れ
中
部
方
面
総
監

（
堀
井
泰
蔵
陸
将
）
か
ら
顕
彰
状
を

受
賞
し
た
。

受
賞
し
た
河
原
准
尉
は
、
「
良
き

上
司
、
同
僚
、
後
輩
そ
し
て
家
族
、

多
く
の
支
え
が
あ
っ
て
の
受
賞
で
あ

り
、
今
回
の
受
賞
を
励
み
と
し
、
今

後
も
微
力
な
が
ら
中
部
方
面
隊
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。
」
と
述

べ
た
。

能登空港へバギーを輸送するためラッシン
グベルトにより確実に車体に固定

車
両
で
の
進
入
が
困
難
な
地
域

で
は
人
力
で
搬
送

↑

輪島中学校に開設された「弘法の湯」利用者に対し整理券を配布し順番に案内

↑

輪
島
港
に
接
岸
し
た
「
ひ
う
ち
」
か

ら
取
水
し
各
避
難
所
に
給
水
を
行
う
。

第１４旅団の「推し」をステージからお届けします♪第１４旅団の「推し」をステージからお届けします♪

↑
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（目の前のてきを必ず倒す）

■
部
隊
対
抗
の
部

Ａ
グ
ル
ー
プ

優

勝

第
50
普
通
科
連
隊

Ｂ
グ
ル
ー
プ

優

勝

第
14
偵
察
隊

準
優
勝

第
14
情
報
隊

第
３
位

第
14
通
信
隊

■
個
人
対
抗
の
部

Ａ
グ
ル
ー
プ

分
隊
戦
闘
射
撃

第
１
位

第
50
普
通
科
連
隊

第
２
中
隊

分
隊
長

２
等
陸
曹

田
上

博
士

小
銃
手

陸
士
長

田
中

竜
馬

機
関
銃
組
長

３
等
陸
曹

中
谷

隆
太

機
関
銃
手

３
等
陸
曹

山
下

健
人

小
火
器
（
全
隊
員
対
象
）

第
１
位

第
50
普
通
科
連
隊

３
等
陸
曹

石
本

優
毅

第
２
位

第
50
普
通
科
連
隊

２
等
陸
曹

宮
本

敦

第
３
位

第
50
普
通
科
連
隊

３
等
陸
曹

濱
田

真
行

小
火
器
（
陸
士
の
み
対
象
）

第
１
位

第
50
普
通
科
連
隊

陸
士
長

大
出

翔

第
２
位

第
50
普
通
科
連
隊

陸
士
長

真
鍋

亜
斗

第
３
位

第
50
普
通
科
連
隊

陸
士
長

和
田

昌
也

機
関
銃

第
１
位

第
50
普
通
科
連
隊

３
等
陸
曹

山
下

知
廉

狙

撃
第
１
位

第
15
即
応
機
動
連
隊

第
２
位

第
50
普
通
科
連
隊

第
３
位

第
50
普
通
科
連
隊

Ｂ
グ
ル
ー
プ

小
火
器
（
全
隊
員
対
象
）

第
１
位

第
14
施
設
隊

２
等
陸
曹

加
藤

琢
磨

第
２
位

第
14
偵
察
隊

２
等
陸
曹

松
田

卓
巳

第
３
位

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

中
仮
屋

勝

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

横
山

享

第
14
施
設
隊

３
等
陸
曹

大
河
原
光
平

第
14
旅
団
司
令
部
付
隊

２
等
陸
曹

伊
藤

和
真

小
火
器
（
陸
士
の
み
対
象
）

第
１
位

第
15
即
応
機
動
連
隊

陸
士
長

藤
山

萌

第
２
位

第
15
即
応
機
動
連
隊

陸
士
長

渡
邊

辰
丸

第
３
位

第
14
施
設
隊

陸
士
長

中
井

奏
太

【 成 績 発 表 】

第
14
旅
団
（
旅
団
長

大
場
剛
陸
将
補
）
は
、
令
和
６
年

１
月
、
高
知
演
習
場
覆
道
射
場
（
高
知
県
）
及
び
日
本
原
演

習
場
戦
闘
射
場
（
岡
山
県
）
に
お
い
て
令
和
５
年
度
旅
団
射

撃
競
技
会
を
実
施
し
た
。

統
裁
官
で
あ
る
大
場
旅
団
長
は
、
競
技
に
先
立
ち
参
加
者

に
対
し
、
「
第
14
旅
団
の
任
務
・
戦
い
方
と
、
こ
れ
を
可
能

に
す
る
た
め
必
要
と
な
る
能
力
を
改
め
て
認
識
し
、
第
一
線

か
ら
後
方
部
隊
ま
で
全
て
の
部
隊
が
、
自
ら
を
守
り
健
在
す

る
こ
と
は
、
全
隊
員
に
等
し
く
求
め
ら
れ
る
基
本
的
事
項
で

あ
り
、
全
隊
員
が
プ
ロ
と
し
て
高
い
練
度
を
保
持
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」
と
訓
示
を
述
べ
「
必
中
の
信
念
を
持
て
」

「
勝
利
へ
の
こ
だ
わ
り
を
持
て
」
「
安
全
管
理
」
の
３
点
を

要
望
し
た
。

本
競
技
会
は
、
部
隊
長
の
推
薦
及
び
抽
選
で
選
ば
れ
た
各

部
隊
の
隊
員
が
、
89
式
小
銃
、
20
式
小
銃
及
び
機
関
銃
の
各

個
射
撃
、
狙
撃
銃
の
組
射
撃
並
び
に
分
隊
戦
闘
射
撃
の
区
分

に
よ
り
競
い
合
っ
た
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
参
加
と
し
て
日
頃
、

協
同
訓
練
を
実
施
す
る
第
９
施
設
群
（
小
郡
駐
屯
地
）
が
参

加
し
、
部
隊
間
の
連
携
強
化
が
更
に
促
進
す
る
と
と
も
に
、

競
技
会
に
刺
激
が
加
わ
り
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

各
選
手
は
、
日
頃
の
練
成
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
部

隊
の
代
表
と
し
て
、
実
力
に
裏
付
け
ら
れ
た
「
誇
り
と
自

信
」
を
堅
持
し
、
一
発
一
発
、
勝
利
に
執
着
し
射
撃
を
行
っ

た
。近

接
戦
闘
を
対
象
と
す
る
部
隊
対
抗
の
部
に
お
い
て
は
第

50
普
通
科
連
隊
が
、
警
戒
自
衛
戦
闘
を
対
象
と
す
る
部
隊
対

抗
の
部
に
お
い
て
は
第
14
偵
察
隊
が
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
。

第
14
旅
団
は
、
令
和
６
年
滑
り
出
し
と
な
る
訓
練
を
終
え
、

隊
員
及
び
部
隊
の
任
務
遂
行
に
直
結
す
る
射
撃
能
力
の
向
上

に
加
え
、
部
隊
の
団
結
強
化
及
び
士
気
の
高
揚
を
図
る
と
と

も
に
実
力
の
進
化
を
図
っ
た
。
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転

入

令和５年１２月１日付

第１４旅団司令部監察官
（信太山駐屯地業務隊）

２等陸佐 井上 裕策

転

出

人

事

往

来

第２４普通科連隊
（第１４旅団司令部監察官）

２等陸佐 間仁田匡史

私
に
と
っ
て
実
任
務
で
あ
る

派
遣
の
話
が
上
が
っ
た
時
は

正
直
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。し

か
し
な
が
ら
皆
様
の
感

謝
や
激
励
の
言
葉
を
原
動
力

に
、
毎
日
の
任
務
も
頑
張
れ

ま
す
。

輪島中学校で入浴支援として派遣された
第１４後方支援隊 才川法子陸士長

被災者を想い念入りに
清掃を行う才川士長

柳田体育館で物資輸送支援として派遣された
第１４高射特科隊 洲脇光矢１等陸士

18
日
か
ら
物
資
輸

送
と
し
て
柳
田
体
育

館
に
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
任
務
と
し

て
は
全
国
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
支
援
物
資

を
柳
田
体
育
館
で
一

旦
集
積
し
、
能
登
町

内
を
中
心
に
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
物
資
輸

送
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。私

は
国
民
が
困
っ

て
い
る
時
に
必
ず
活

躍
す
る
自
衛
官
の
先

輩
方
に
憧
れ
、
昨
年

の
４
月
に
入
隊
し
ま

し
た
。

大
き
な
演
習
も
参

加
し
た
こ
と
が
な
い

支
援
物
資
を
運
搬
中
の
洲
脇
１
士

Ｐｉｃｋ Ｕｐ あたたかいお言葉
ありがとうございます！

～皆様からのメッセージが隊員の原動力～
＃第１４旅団 ＃災害派遣

ＳＮＳでも全国から
多数のあたたかい
感謝や激励の言葉を
頂きました。

１
月
18
日
か
ら
入
浴
支
援

と
し
て
輪
島
中
学
校
に
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。
私
に
は
10
歳

の
息
子
が
お
り
派
遣
中
は
近

く
に
住
む
姉
の
家
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
派
遣
の
話
が

上
が
っ
た
と
き
は
、
迷
う
こ

と
な
く
行
く
決
断
を
上
司
に

し
ま
し
た
。
私
の
意
志
を
尊

重
し
て
く
れ
た
家
族
に
は
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
被

災
地
は
地
盤
が
崩
れ
、
建
物

の
損
壊
、
断
水
等
想
像
を
絶

す
る
被
害
状
況
で
し
た
。
入

浴
支
援
を
は
じ
め
た
頃
は
、

利
用
者
の
中
に
は
10
歳
前
後

の
お
子
様
が
い
ら
し
て
香
川

で
待
つ
息
子
と
重
な
り
胸
が

締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
で
し

た
。

そ
ん
な
中
で
も
被
災
者
の
方
々
の
温
か

い
感
謝
の
言
葉
に
日
々
力
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
明
日
へ
の
英
気

を
養
え
る
よ
う
清
掃
の
行
き
届
い
た
野
外

入
浴
セ
ッ
ト
「
弘
法
の
湯
」
を
準
備
し
笑

顔
で
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
息
子
へ
、
母
ち
ゃ
ん
は
元
気
で
す
。
」



４ しこくＳｈｉｋｏｋｕ 四 国

２０２４年 年男・年女の抱負

私
は
今
年
で
３
度
目
の
年
男
を
迎
え
ま
し
た
。

昨
年
は
司
令
部
付
隊
へ
の
異
動
を
は
じ
め
、
上
級
陸
曹

へ
の
昇
任
、
新
た
な
家
族
の
誕
生
を
経
験
す
る
こ
と
が

で
き
、
不
安
と
喜
び
が
重
な
り
合
っ
た
１
年
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
１
年
は
、
私
に
と
っ
て
「
新
た
な
環
境
へ
の
適

合
」
「
周
囲
と
の
連
携
」
「
組
織
、
家
庭
に
お
け
る
立

場
」
等
、
多
く
の
経
験
と
知
識
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

職
務
、
私
生
活
に
お
い
て
困
難
な
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
家
族
・
上
司
・
同
僚
に
支
え
ら
れ
、
自
身
の
成

長
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
年
は
「
感
謝
」
の
年
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

私
は
今
ま
で
大
変
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
今
の

自
分
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
気
持
ち

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
胸
に
刻
ん
で
、
周
り
の
方
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
日
「
パ
パ
お
帰
り
」
と
出
迎
え
て
く
れ
る

長
男
（
２
歳
）
、
昨
年
元
気
に
生
ま
れ
て
く
れ
た
長
女
、

そ
し
て
何
よ
り
も
私
の
支
え
と
な
っ
て
く
れ
て
い
る
妻

へ
の
感
謝
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
日
々
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
２
０
２
３
年
は
自
分
に
と
っ
て

変
動
の
１
年
で
し
た
。

４
月
に
多
賀
城
駐
屯
地
に
て
新
隊
員
前
期
教
育
を
受

け
、
私
の
自
衛
官
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
自
衛
官
と
し
て
の
基
礎
を
学
び
、
同
期
た

ち
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
朝
霞
に
異
動
し
、
音
楽

科
の
後
期
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
約
６
ヶ
月
間
の
教
育

期
間
を
経
て
、
第
14
音
楽
隊
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

知
ら
な
い
土
地
、
新
し
い
人
々
と
の
出
会
い
、
初
め

て
の
社
会
人
生
活
、
何
も
か
も
が
新
鮮
な
気
持
ち
で
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

よ
う
や
く
今
の
生
活
に
も
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
本
年
は
年
女
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
学
び
と
大

き
な
挑
戦
を
す
る
１
年
に
し
た
い
で
す
。

自
衛
官
と
し
て
、
音
楽
隊
の
一
員
と
し
て
自
分
は
誰

か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
て
、
何
が
で
き
る
の
か
考
え
な

が
ら
、
体
力
面
や
楽
器
の
技
術
向
上
を
追
求
し
、
周
囲

の
良
い
影
響
は
ど
ん
ど
ん
吸
収
し
て
い
き
た
い
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
挙
げ
た
“
挑
戦
”
の
具
体
的
な
目
標
と

し
て
は
、
陸
曹
候
補
生
選
抜
試
験
に
合
格
し
て
陸
曹
に

昇
任
す
る
こ
と
で
す
。

途
中
で
辛
く
な
っ
た
り
諦
め
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
持
ち
前
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
さ
と

負
け
ず
嫌
い
さ
を
武
器
に
様
々
な
壁
を
乗
り
越
え
、
充

実
し
た
１
年
に
し
た
い
で
す
。

本
年
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

周
囲
の
人
た
ち
の
多
く
の
支
え
に
よ

り
、
２
度
目
の
年
男
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
年
男
と
し
て
の
抱
負
と

し
て
「
努
力
」
を
あ
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
は
「
ま
あ
、
い
い
や
」
と

思
っ
て
い
た
こ
と
、
諦
め
て
い
た
こ
と

に
つ
い
て
少
し
ず
つ
で
す
が
、
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
昨
年
は
た
く
さ
ん
の
方
々
の
支
え

が
あ
り
、
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
感
謝
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に
、

日
々
精
進
し
、
よ
り
一
層
努
力
し
続
け

た
い
で
す
。
今
年
こ
そ
、
陸
曹
候
補
生

試
験
に
合
格
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
入
隊
以
来
、
２
度

目
の
年
男
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
令
和
４
年
８
月
に
伊
丹

駐
屯
地
か
ら
転
属
し
て
来
ま
し
た
。

初
め
て
の
四
国
勤
務
、
初
め
て
の

単
身
赴
任
生
活
に
も
慣
れ
、
今
は
、

隊
本
部
に
お
い
て
総
務
陸
曹
と
し

て
隊
長
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、

隊
員
の
健
康
に
係
る
業
務
を
し
て

ま
す
。
不
慣
れ
な
事
ば
か
り
で
苦

労
し
て
い
ま
す
が
、
上
司
・
同
僚
、

家
族
に
支
え
ら
れ
踏
ん
張
っ
て
い

ま
す
。

最
後
に
、
今
年
も
上
司
・
同
僚

及
び
家
族
が
昇
り
龍
の
ご
と
く
、

大
き
く
繫
栄
し
、
１
年
が
健
康
に

過
ご
せ
る
と
と
も
に
、
一
生
懸
命

頑
張
り
た
い
で
す
。

第１８６号 令和６年（２０２４年）１月

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
周
り
の
方
々
の
お
か
げ

で
陸
曹
候
補
生
試
験
に
合
格
す
る

こ
と
が
で
き
、
陸
曹
教
育
隊
へ
の

入
校
も
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

そ
ん
な
私
の
今
年
の
抱
負
は

「
挑
戦
」
で
す
。
こ
れ
か
ら
陸
曹

と
い
う
立
場
に
な
る
身
と
し
て

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
経
験
を

増
や
し
た
く
さ
ん
の
事
を
吸
収
し

日
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
出
来
る
よ
う

自
分
の
殻
を
ど
ん
ど
ん
破
っ
て
い

く
、
そ
ん
な
１
年
に
し
た
い
で
す
。

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

第
14
飛
行
隊
通
信
班
の
花
岡
３
曹
で

す
。今

年
で
24
歳
と
な
り
十
二
支
も
３
周

目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
３
曹
と
し
て
は
１

年
目
で
ま
だ
ま
だ
若
輩
の
身
な
の
で
辰
年

に
ち
な
ん
で
、
竜
頭
蛇
尾
に
「
尾
わ
る
」

こ
と
な
く
、
ま
た
画
竜
点
睛
を
欠
く
こ
と

な
く
持
て
る
力
を
存
分
に
発
揮
し
て
新
進

気
鋭
の
陸
曹
と
し
て
、
躍
進
で
き
る
１
年

に
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
年
で
24
歳
に
な
り
、
２
回
目
の
年
女

を
迎
え
私
は
、
今
年
の
抱
負
を
２
つ
あ
げ

ま
す
。

１
つ
目
は
、
隊
員
に
無
関
心
に
な
る
こ

と
な
く
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
、
相
手
の
心
情
を
把
握
し
た
上
で

指
導
し
、
自
分
の
発
言
に
自
信
と
責
任
を

も
っ
て
後
輩
育
成
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

２
つ
目
は
、
家
庭
面
で
入
籍
、
妊
娠
と

イ
ベ
ン
ト
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で

は
自
分
の
た
め
だ
け
に
行
動
し
て
い
ま
し

た
が
、
３
月
に
第
一
子
が
生
ま
れ
る
予
定

な
の
で
無
事
に
出
産
が
で
き
る
よ
う
体
を

気
遣
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

夫
婦
で
協
力
し
幸
せ
な
家
庭
を
築
い
て
い

き
ま
す
。

部
隊
の
方
々
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
と
勤

務
へ
の
配
慮
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、

そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
１
年
間
は
育
児

に
専
念
し
て
い
き
、
復
帰
後
は
こ
の
ご
恩

を
返
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

今
後
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第１５即応機動連隊
３等陸曹 本多 安菜

今
か
ら
12
年
前
、
12
歳
の
私
は
、
祖
父

母
の
家
で
、
24
歳
に
な
っ
た
時
の
自
分
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
、
思
っ
て

い
た
頃
が
今
は
と
て
も
懐
か
し
い
で
す
。

今
年
は
、
辰
年
と
い
う
こ
と
で
、
私
が

好
き
な
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ

の
メ
モ
の
中
に
「
龍
と
い
う
の
は
、
色
ん

な
も
の
が
合
体
し
て
お
り
、
龍
の
よ
う
に

相
手
の
良
い
所
取
り
を
し
ろ
」
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。

な
の
で
、
今
年
の
目
標
は
、
「
色
々
な

人
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
て
自
分
の
も
の
に

し
て
、
陸
曹
の
試
験
に
合
格
し
、
立
派
な

陸
曹
と
な
り
全
国
へ
飛
ん
で
い
け
る
よ
う

精
進
し
て
参
り
ま
す
」
で
す
。

皆
様
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
更
に
一
歩
進
む
た
め
に
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第５０普通科連隊
１等陸士 曽我部 桂

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
の
今
年
の
抱
負
は
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
』

で
す
。

本
年
１
月
１
日
付
で
３
等
陸
曹
に
昇
任
し
、

い
つ
も
支
え
て
く
だ
さ
る
皆
様
の
お
か
げ

で
陸
曹
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
は
、
そ
ん
な
方
達
に
恩
返
し
が
出

来
る
よ
う
初
級
陸
曹
と
し
て
の
勢
い
を
中

隊
に
還
元
し
活
性
化
で
き
る
よ
う
何
事
に

も
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
皆
様
に
は
ご
迷
惑
等
を
お
か
け

す
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

中部方面特科隊
３等陸曹 遠藤 拓実

第１４後方支援隊
陸士長 岡田 舞

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

清
々
し
い
新
年
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
私
は
４
回
目
の
年
男
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
私
の
抱
負
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
現

在
「
先
任
上
級
曹
長
」
の
職
を
拝

命
し
早
や
２
年
、
今
年
に
至
っ
て

は
現
状
に
満
足
せ
ず
【
龍
の
如
く
、

強
靭
な
曹
士
の
育
成
】
を
主
眼
に

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
、
小
部
隊
の
リ
ー
ダ
ー
た
り

得
る
状
況
判
断
能
力
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
主
体
的
・
積
極
的
に

任
務
を
遂
行
し
得
る
曹
士
を
鍛

錬
・
昇
華
し
て
い
き
た
い
と
思
慮

し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
本
年
も
皆
様

が
御
多
幸
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

第１４偵察隊
陸曹長 秋月 伸秀

第１４情報隊
２等陸曹 上田 涼太

第１４高射特科隊
陸士長 丹下 雅人第１４飛行隊

３等陸曹 花岡 正樹

私
の
年
女
の
抱
負
は
、
新
し
い
こ
と

で
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
し
っ
か

り
と
自
分
の
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
で

す
。昨

年
入
隊
し
、
自
衛
隊
の
こ
と
を
多

く
学
ぶ
中
で
、
苦
手
な
こ
と
や
興
味
の

あ
る
こ
と
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
最

初
か
ら
で
き
な
い
と
あ
き
ら
め
る
の
で

は
な
く
、
好
奇
心
と
何
事
に
も
挑
戦
し

て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
、

自
分
の
経
験
値
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
陸
曹
候
補
生
と
し
て
入

隊
し
て
い
る
の
で
、
早
く
陸
曹
に
な
れ

る
よ
う
勉
強
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第１４施設隊
１等陸士 後町 わこ

第１４特殊武器防護隊
１等陸曹 藤本 敏武

今
年
の
抱
負
は
「
成
長
」
で
す
。

初
級
陸
曹
と
し
て
任
務
の
幅
が
広
が

り
ま
し
た
が
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
点
が

多
く
、
た
く
さ
ん
の
方
に
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
も
様
々
な

任
務
を
経
験
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
つ
ひ
と
つ
を
無
駄
に
せ
ず
に
成
長

し
、
ど
ん
な
任
務
で
も
安
心
し
て
任

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
日
々

精
進
し
て
い
く
一
年
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

第１４通信隊
３等陸曹 山本 帆高

お
か
げ
さ
ま
で
４
度
目
の
年
男
を
迎
え
ら
れ
た
の
も

多
く
の
支
え
に
よ
る
も
の
だ
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
私
の
今
年
の
抱
負
は
「
克
己
」
で
す
。
最
近
、

怠
け
が
ち
な
運
動
の
た
め
筋
力
や
持
久
力
と
も
に
急
降

下
し
て
お
り
危
機
感
を
覚
え
る
も
な
か
な
か
行
動
で
き

ず
に
お
り
ま
し
た
。
年
男
の
抱
負
と
い
う
ま
た
と
な
い

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
昨
日
の
自
分
に
少
し

で
も
打
ち
克
て
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

第１４旅団司令部付隊
１等陸曹 小野 辰也

第１４音楽隊
１等陸士 福島 彩音


